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ま え が き

　宇宙進化研究センターの年次報告第 3 号（2010 年度）をお届けする運びとなりました。
本センターは平成 19 年 11 月 1 日、愛媛大学の 5 番目の先端研究センターとして発足い
たしましたが、早くも丸 3 年の歳月が経過したことになります。
　本センターは 3 部門、7 名のスタッフ（専任 4 名と理工学研究科との兼任 3 名）で構成
される規模の小さなセンターではありますが、皆様の温かいご支援のおかげで、少しずつ
ではありますが内外に認知されるようになってきたのではないかと考えております。
　研究面では平成 22 年度に 2 回プレスリリースが行われました。一つは、ハッブル・ウ
ルトラ・ディープ・フィールドで発見された赤方偏移 z = 8 の銀河は重元素（水素とヘリ
ウム以外の元素）が少なく、宇宙で最初に作られた銀河に近い性質を持っていることがわ
かったことです（平成 22 年度日本天文学会秋季年会）。もう一つは、原始銀河団の発見で
す（国立天文台すばる望遠鏡）。いずれのニュースもテレビや新聞に取り上げて頂きました。
　教育面でのニュースは、平成 22 年度からは鹿児島大学理工学研究科の宇宙物理学部門

（スタッフ 9 名）と 5 年計画で連携事業が始まったことです。鹿児島大学の宇宙物理学部
門は電波による観測的研究と銀河や活動銀河中心核の理論的研究が盛んに行われておりま
すが、本センターではこれらの分野をカバーしているスタッフがおりません。その一方で、
本センターでは鹿児島大学でカバーしていない、可視光・赤外線による銀河及び観測的宇
宙論、X 線観測による活動銀河中心核の研究、および宇宙プラズマの研究が行われていま
す。両大学が連携することで、全体としてカバーできる研究分野が倍増することになりま
す。平成 23 年度からはテレビ会議システムを利用した講義を開講し（単位互換制度を制
定済み）、両大学の大学院生の教育効果を高めていくことになっております。また、この
連携では教育教材の開発も行うことになっており、既に平成 22 年度には丸善出版社より

「ピーターソン 活動銀河核」という教科書の翻訳事業を完了させました。今後はオリジナ
ルな教科書の出版を計画しており、学部学生および大学院生の質の高い教育に資すること
ができるよう努力していくつもりです。
　ここ数年、中四国地方では天文学・宇宙物理学関連のスタッフが協力して、高校生に対
して進学説明会を行なってきております。このような事業を通して、天文学・宇宙物理学
に関心を持つ若い方々により良い勉学と研究の場を提供していくことができれば幸いと考
えております。
　このように、毎年、研究や教育面で新たな展開が出てきておりますが、まだまだ未熟な
点が多々あると思っている次第です。今後とも皆様のご支援を賜りますよう宜しくお願い
いたします。

　　　平成 23 年 6 月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　センター長　　谷口　義明
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　１．総 説

１．１組織
　　　
　　センター長　　：　谷口　義明

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　　　教授　　　　　：　谷口　義明
　　　助教（兼任）　  ：　長尾　透　（平成 23 年 4 月より京都大学次世代研究者育成セン

ターへ転出）
　　　特定研究員　　：　塩谷　泰広
　　　特定研究員　　：　鍛冶澤　賢

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　　　教授（兼任）　　：　粟木　久光
　　　准教授（兼任）　：　寺島　雄一

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　　　教授 　　 ：　鵜飼　正行
　　　准教授 　 　：　清水　徹
　　　助教　　　　 ：　近藤　光志

■ 客員研究員 ■
　　　村山　卓　　（東北大学大学院理学研究科　准教授）
　　　和田　桂一　（鹿児島大学大学院理工学研究科　教授）
　　　新田　伸也　（筑波技術大学障害者高等教育研究支援センター　准教授）

■ 研究員 ■
　　　黄木　景二　（愛媛大学大学院理工学研究科　教授）

■ 研究支援部研究支援課研究支援チーム ■ 
　　　課長 　　　 　：　瀬戸山　泰彦
　　　副課長　　　　 　：　武田　興昌
　　　チームリーダー 　：　洲之内　善基
　　　事務補佐員　　 　：　宇都宮　美帆子
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１．２　各部門の概要

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■
　宇宙に約 1000 億個もある銀河は、宇宙の大規模構造と呼ばれるフィラメント上の模様を作
り、100 億年以上に及び時間をかけて進化してきています。これら銀河や宇宙の大規模構造は、
未知の暗黒物質に操られて進化してきたことが分かってきました。本研究部門では、銀河、暗
黒物質、宇宙大規模構造の形成と進化を体系的に理解することを目的とし、研究を進めていま
す。

■ ブラックホール進化研究部門 ■
　宇宙にある銀河の大部分の中心部に巨大なブラックホールが存在していると考えられてお
り、そのような巨大ブラックホールは宇宙が始まって 10 億年後には既に存在していたことが
わかっています。本研究部門では、巨大ブラックホールが宇宙の中でいつどのように形成され、
現在観測されているような姿に進化してきたのかを理解することを目的とし、研究を進めてい
ます。

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■
　地球を取り巻く宇宙空間では、太陽フレアや地球磁気圏オーロラサブストームなどの爆発現
象が古くから知られており、その物理機構を解明することが宇宙プラズマ研究の最大の課題と
なってきました。近年の衛星観測から、いわゆる磁気リコネクションという素過程が基本的に
重要であることが分かっています。私たちは独自の理論を提唱し、フレアの物理機構を解明す
るとともに、計算機シミュレーションによって複雑なフレア現象の観測結果を説明することを
めざしています。
　



― 6 ―

　２．研究者要覧　（平成 22 年 4 月現在）

　　　　　　　　　　　　　　　■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明　Yoshiaki TANIGUCHI
[ 職名 ] 教授　宇宙進化研究センター長
[ 電話 ] 089-927-9579　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1983 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1984 年 10 月 理学博士
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, 日本天文学会
[ 専門分野 ] 宇宙物理学
[ 主な研究テーマ ] 銀河、巨大ブラックホール、宇宙大規模構造、暗
黒物質
[ 受賞歴 ] 第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005

年 3 月）
第 15 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、
2011 年 3 月）

長尾　透　Tohru NAGAO
[ 職名 ] 助教　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9602　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2004 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 2004 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 宇宙化学進化、巨大ブラックホール進化、第一世
代星探査
[ 受賞歴 ] 第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005

年 3 月）
第 15 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、
2011 年 3 月）
第 22 回日本天文学会研究奨励賞（2011 年 3 月）
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塩谷　泰広　Yasuhiro SHIOYA
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-8411　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1995 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1995 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 銀河における星生成とそれに付随する銀河の進化
[ 受賞歴 ] 第 9 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、2005

年 3 月）
第 15 回日本天文学会欧文研究報告論文賞（共同受賞、
2011 年 3 月）

鍛冶澤　賢　Masaru KAJISAWA
[ 職名 ] 特定研究員
[ 電話 ] 089-927-9602　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 2004 年 3 月 東北大学大学院理学研究科天文学専攻博士課程

（後期課程）修了　
[ 学位 ] 2004 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] 日本天文学会
[ 専門分野 ] 銀河天文学
[ 主な研究テーマ ] 遠方銀河の探査とそれに基づく銀河形成・進化の
研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光　Hisamitsu AWAKI
[ 職名 ] 教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9582　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1991 年 2 月 名古屋大学大学院理学研究科宇宙理学専攻博士
課程（後期課程）修了　
[ 学位 ] 1991 年 2 月 理学博士
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, American Astrono-
mical Society, 日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、活動銀河、　X 線望遠鏡
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寺島　雄一　Yuichi TERASHIMA
[ 職名 ] 准教授　大学院理工学研究科数理物質科学専攻兼任
[ 電話 ] 089-927-9603　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1998 年 3 月 名古屋大学大学院理学研究科素粒子宇宙物理学
専攻博士課程（後期課程）修了
[ 学位 ] 1998 年 3 月 博士（理学）
[ 所属学会 ] International Astronomical Union, American Astrono-
mical Society, 日本物理学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] X 線天文学
[ 主な研究テーマ ] ブラックホール、降着円盤、銀河・銀河団などの
観測的研究

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行　Masayuki UGAI
[ 職名 ] 教授
[ 電話 ] 089-927-9965　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1973 年 3 月　京都大学大学院電子工学研究科修了
[ 学位 ] 1980 年　工学博士
[ 所属学会 ] 日本地球電磁気・地球惑星圏学会、日本天文学会
[ 専門分野 ] プラズマ物理
[ 主な研究テーマ ] 磁気リコネクション理論、フレア理論、プラズマ
非線形現象

清水　徹　　Tohru SHIMIZU
[ 職名 ] 准教授 
[ 電話 ] 089-927-9969　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1986 年 3 月 東北大学大学院工学研究科修士課程（前期課程）
修了　
[ 学位 ] 1996 年 10 月 博士（工学）
[ 所属学会 ] American Geophysical Union, 日本地球電磁気・地球惑
星圏学会 , 日本天文学会
[ 専門分野 ] 太陽系プラズマ
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合過程、磁気流体力学、非線形力学
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近藤　光志　Koji KONDOH
[ 職名 ] 助教
[ 電話 ] 089-927-8527　[FAX] 089-927-8430
[ 学歴 ] 1997 年 3 月 愛媛大学大学院理学研究科物理学専攻修士課程
修了　
[ 学位 ] 2007 年 9 月 博士（工学）
[ 所属学会 ] American Geophysical Union, 日本地球電磁気・地球惑
星圏学会
[ 専門分野 ] 宇宙プラズマ物理学
[ 主な研究テーマ ] 磁気再結合に関連した地球磁気圏嵐、太陽フレア
現象などの数値的・観測的研究
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　３．研究成果
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荒木宣雄・長尾 透・松岡健太・池田浩之・谷口義明・村山 卓 , 「すばる望遠鏡の MOIRCS を
用いて得た N-loud QSO の静止系可視スペクトルの解析」, 2010 年度天文天体物理若手夏の
学校 , 豊橋市（2010 年 8 月）

池田浩之 , 「COSMOS 天域における低光度クェーサー探査」, 2010 年度天文天体物理若手夏
の学校 , 豊橋市（2010 年 8 月）

松岡健太・長尾 透・池田浩之・荒木宣雄・Marconi, A.・Maiolino, R.・谷口義明 , 「窒素輝線
から探る活動銀河核と星形成活動の関係」, 2010 年度天文天体物理若手夏の学校 , 豊橋市（2010
年 8 月）

荒木宣雄・長尾 透・松岡健太・池田浩之・谷口義明・村山卓 , 「異常に強い窒素輝線を示す
QSO の性質」, 「超広域サーベイで明かす巨大ブラックホールと銀河の共進化：理論モデルと
観測戦略」, 東北大学（2010 年 9 月）

池田浩之 , “Probing the faint side of the quasar luminosity function at z~4 in the COSMOS 
field” , 「超広域サーベイで明かす巨大ブラックホールと銀河の共進化：理論モデルと観測戦略」, 
東北大学（2010 年 9 月）
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松岡健太・長尾 透・池田浩之・荒木宣雄・Marconi, A.・Maiolino, R.・谷口義明 , 「窒素輝線
から探る活動銀河核と星形成活動の関係」, 「超広域サーベイで明かす巨大ブラックホールと
銀河の共進化：理論モデルと観測戦略」, 東北大学（2010 年 9 月）

Ideue, Y., Taniguchi, Y., & the COSMOS team, “Environmental effects on the star 
formation activity in galaxies at z=1.2” , “Evolution of galaxies, their central black holes 
and their large-scale environment” , Potsdam, Germany（2010 年 9 月）

Ikeda, H., “Probing the faint side of the quasar luminosity function at z~4 in the 
COSMOS field.” , “Evolution of galaxies, their central black holes and their large-scale 
environment” , Potsdam, Germany（2010 年 9 月）

Nagao, T., Matsuoka, K., Maiolino, R., Marconi, A., & Taniguchi, Y., “Metallicity Evolution 
of Active Galactic Nuclei” , “Evolution of galaxies, their central black holes and their 
large-scale environment” , Potsdam, Germany（2010 年 9 月）

谷口義明・塩谷泰広・Trump, J., 「赤方偏移 8 の銀河による宇宙再電離」, 日本天文学会 2010
年秋季年会 , （記者会見講演「宇宙の一番星が見えてきた」http://cosmos.phys.sci.ehime-u.
ac.jp/Cosmos/ASJM10b/ ）金沢大学（2010 年 9 月）

荒木宣雄・長尾 透・松岡健太・池田浩之・谷口義明・村山 卓 , 「異常に強い窒素輝線を示す
QSO の性質」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

松岡健太・長尾 透・池田浩之・荒木宣雄・Marconi, A.・Maiolino, R.・谷口義明 , 「窒素輝線
から探る活動銀河核と星形成活動の関係」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学 （2010
年 9 月）

橋本哲也・長尾 透・柳澤顕史・松岡健太・荒木宣雄 , 「岡山 ISLE による NGC1068 の近赤外
分光観測」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

米原厚憲・長尾 透・Sluse, D., 「重力レンズ現象を利用して得られたクェーサーの光度と狭輝
線放射領域の関係」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

塩谷泰広・谷口義明・長尾 透・斎藤智樹・宮崎 聡・小宮山裕・川野元聡・諸隈智貴 , 「愛媛大
学 HSC フィルタープロジェクト」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

福場一樹・塩谷泰広・谷口義明 , “Passive disk galaxies in COSMOS” , 日本天文学会 2010
年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

児玉忠恭・青木和光・長尾 透・成田憲保・本原顕太郎・吉田直紀・ほか TMT サイエンス検討
会一同 , 「TMT サイエンス検討会の活動報告」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010
年 9 月）
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鍛冶澤賢・MODS チーム , 「MOIRCS Deep Survey: z=1-3 における銀河の星質量－星形成率
分布の進化」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

鈴木賢太・河野孝太郎・井上裕文・五十嵐創・梅畑豪紀・中西康一郎・田村陽一・廿日出文洋・
児玉忠恭・田中 壱・鍛冶澤賢・Ivison, R.・Wilson, G.・Yun, M.・Hughes, D.・Aretxaga, I.・
Zeballos, M., 「AzTEC/ASTE による電波銀河 4C 23.56 周囲の星形成銀河サーベイ」, 日本天
文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

Yuma, S.・太田耕司・矢部清人・市川 隆・鍛冶澤賢 , “Structure of sBzKs in GOODS-N” , 
日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

長尾 透 , TMT サイエンス検討会 AGN 班 , 「TMT サイエンス検討会 AGN 班の活動報告と検
討内容の概要紹介」, 「TMT で切り拓く 2020 年代の新しい天文学」, 国立天文台三鷹（2010
年 10 月）

長尾 透 , “Beyond 12+log（O/H）=7: Search for extremely metal-poor galaxies with HSC, PFS, 
and TMT” , PFS science workshop, 国立天文台三鷹（2010 年 12 月）

長尾 透 , 「巨大ブラックホール天体の系統的観測による宇宙化学進化の研究」,  第 1 回愛媛大
学学術フォーラム , 愛媛大学（2011 年 1 月）

荒木宣雄・長尾 透・松岡健太・池田浩之・谷口義明・村山 卓・Maiolino, R.・Marconi, A.,「異
常に強い窒素輝線を示すクェーサーの性質」, すばるユーザーズミーティング , 国立天文台三
鷹（2011 年 1 月）

池田浩之・長尾 透・松岡健太・谷口義明・塩谷泰広・榎 基宏・諸隈智貴・村山 卓・斎藤智貴・
COSMOS Team, “Probing the faint end of the quasar luminosity function at z ～ 4 in the 
COSMOS field” , すばるユーザーズミーティング , 国立天文台三鷹（2011 年 1 月）

松岡健太・長尾 透・池田浩之・荒木宣雄・谷口義明・Maiolino, R.・Marconi, A., 「最遠方電
波銀河の化学進化」, すばるユーザーズミーティング , 国立天文台三鷹（2011 年 1 月）

塩谷泰広・福場一樹・谷口義明・COSMOS team, “Passive Spirals in COSMOS” , すばるユー
ザーズミーティング , 国立天文台三鷹（2011 年 1 月）

松岡健太・長尾 透・谷口義明・Maiolino, R.・Marconi, A., 「最遠方電波銀河の化学進化」, 初
代星・初代銀河研究会 2011（2011 年 1 月）

荒木宣雄・長尾 透・松岡健太・池田浩之・谷口義明 , 「遠方宇宙における超巨大ブラックホー
ル質量の測定」, 第 16 回スペクトル研究会 , 京都産業大学（2011 年 2 月）

長尾 透 , 「SWANS 現状と今後について」, SWANS 理論会議 , 鹿児島大学（2011 年 2 月）
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長尾 透 , “Subaru Wide-Field AGN Survey with HSC” , DENET 2011 Subaru HSC workshop, 
ASIAA, Taiwan（2011 年 3 月）

谷口義明 , “Low Metallicity Star Formation at High Redshift” , 「恒星進化・星形成から探る
銀河の形成・進化の研究」, 北海道大学（2011 年 3 月）

谷口義明 , 「共進化問題の現状と展望のレビュー：観測編」, 日本天文学会 2011 年春季年会予
稿集 , A01a

長尾 透・諸隈智貴・和田桂一・Strauss, M.・秋山正幸・今西昌俊・柏川伸成・川口俊宏・寺島雄一・
稲田直久・Silverman, J.・The SWANS Collaboration, “SWANS （Subaru Wide-Field AGN 
Survey）: Recent Activities” , 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , A03a

諸隈智貴・峰崎岳夫・小坂 文・川勝 望・川口俊宏・長尾 透・松岡健太・今西昌俊・美濃和陽
典・大井 渚・今瀬佳介 , 「赤方偏移 3 の SDSS クェーサーで探る超巨大ブラックホール・バル
ジ関係の宇宙論的進化」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , A10a

池田浩之・長尾 透・松岡健太・谷口義明・塩谷泰広・井手上祐子・Trump, J. R.・村山 
卓・斎藤智貴・諸隈智貴・榎 基宏・COSMOS Team, “Probing the faint end of the quasar 
luminosity function at z ～ 4 in the COSMOS field” , 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , 
A12a

松岡健太・長尾 透・Maiolino, R.・Marconi, A.・谷口義明 , 「最遠方電波銀河の化学進化」, 
日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , A13a

田中 壱・児玉忠恭・谷口義明・市川 隆・松田有一・鍛冶澤賢・但木謙一・林 将央・小山佑世・
De Breuck, C.・Kurk, J.・他 , 「4C23.56 原始銀河団の H α輝線及び中間赤外線による星形成
活動：MAHALO-Subaru へ」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , X20b

井手上祐子・谷口義明・長尾 透・塩谷泰広・鍛冶澤賢・COSMOS チーム , 「z ～ 1.2 の銀河
の星形成と環境の関係における銀河相互作用の役割」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , 
X22c

栗田健太郎・吉川智裕・鍛冶澤賢・秋山正幸・市川 隆 , 「SXDF における z ～ 2 の大質量銀河
の進化」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , X25b

市川 隆・鍛冶澤賢・MODS グループ , 「銀河の表面質量密度の進化」, 日本天文学会 2011 年
春季年会予稿集 , X30a

鍛冶澤賢・MODS チーム , 「MOIRCS Deep Survey: 0.5<z<2.5 における passive 銀河の進化
の質量依存性」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , X31a
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■ ブラックホール進化研究部門 ■

Kelley, R. L., Mitsuda, K., Awaki, H., 他 19 名 , “The ASTRO-H Mission and High 
Resolution X-ray Spectroscopy” , HEAD Eleventh Divisional Meeting, Hawaii, USA（2010
年 3 月）

Miyazawa, T., Furuzawa, A., Mori, H., Haba, Y., Kanou, Y., Matsuda, K., Sakai, M., 
Tawara, Y., Kunieda, H., Ishida, M., Maeda, Y., Awaki, H., & Okajima, T., “The Current 
Status of ASTRO-H/HXT”, HEAD Eleventh Divisional Meeting, Hawaii, USA（2010年3月）

Okajima, T., Serlemitsos, P. J., Soong, Y., Maeda, Y., Ishida, M., Mori, H., Tawara, Y., 
Awaki, H., Iizuka, R., & Kunieda, H., “Current Status Of The ASTRO-H SXT Development 
-New Housing Design And EM Reflectors-” , HEAD Eleventh Divisional Meeting, Hawaii, 
USA（2010 年 3 月）

Takahashi, T., et al. （182 authors including Awaki, H. and Terashima, Y.）, “The ASTRO-H 
Mission” , SPIE, Astronomical Instrumentation, San Diego, USA（2010 年 6 月）

Awaki, H., Kunieda, H., Furuzawa, A.,Haba, Y., Iizuka, R., Ishibashi, K., Ishida, M., Itoh, 
M., Kosaka, T., Maeda, Y., Matsumoto, H., Miyazawa, T., Mori, H., Namba, Y., Ogasaka, 
Y., Ogi, K., Okajima, T., Suzuki, Y., Tamura, K., Tawara, Y., Uesugi, K., Yamashita, K., & 
Yamauchi, S., “Current status of the Hard X-ray Telescope onboard ASTRO-H” , SPIE, 
Astronomical Instrumentation, San Diego, USA（2010 年 6 月）

Itoh, K., Ogi, K., Awaki, H., Kosaka, T., & Yamamoto, Y., “The thermal analysis of the Hard 
X-ray Telescope （HXT） and the investigation of the deformation of the mirror foil due to 
temperature change”, SPIE, Astronomical Instrumentation, San Diego, USA（2010 年 6 月）

Mori, H., Haba, Y., Furuzawa, A., Kunieda, H., Tawara, Y., Miyazawa, T., Awaki, H., 
Yamauchi, S., Ishida, M., Maeda, Y., & Bamba A., Iizuka, R., Serlemitsos, P. J., Soong, Y., 
Okajima, T., & Mushotzky, R. F., “Current status of the pre-collimator development for the 
ASTRO-H X-ray Telescopes” , SPIE, Astronomical Instrumentation, San Diego, USA（2010
年 6 月）

Furuzawa, A., Miyazawa, T., Kanou, Y., Sakai, M., Matsuda, K., Ohgi,T., Yamane, N., 
Ishida, Y., Hara, S., Ishida, N., Kunieda,H., Tawara, Y., Haba, Y., Sakanobe, K., Miyata, 
Y., Mori, H., Tamura, K., Maeda, Y., Ishida, M., Awaki, H., Okajima, T., Ogasaka, Y., & 
Yamashita, K. ., “The current status of the reflector production for ASTRO-H/HXT” , 
SPIE, Astronomical Instrumentation, San Diego, USA（2010 年 6 月）

Kosaka, T., Igarashi, T., Ogi, K., Itoh, K., Maeda, Y., Ishida, M., Kunieda, H., Furuzawa, 
A., Miyazawa, T., Awaki, H., “Vibration properties of Hard X-ray Telescope on board 
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satellite” , SPIE, Astronomical Instrumentation, San Diego, USA（2010 年 6 月）

Miyazawa, T., Furuzawa, A., Kanou, Y., Matsuda, K., Sakai, M., Ohgi, T., Yamane, N., 
Ishida, Y., Hara, S., Miyata, Y., Sakanobe, K., Haba, Y., Tawara, Y., Kunieda, H., Mori, H., 
Tamura, K., Maeda, Y., Ishida, M., Awaki, H., Uesugi, K., Suzuki, Y., Okajima, T., Ogasaka, 
Y., & Yamashita, K., “Current status of hard x-ray characterization of ASTRO-H HXT at 
SPring-8” , SPIE, Astronomical Instrumentation, San Diego, USA（2010 年 6 月）

上笹尚哉 , 「XMM-Newton を用いた X 線強度変動が激しい活動銀河核の探索」, 2010 年度天
文天体物理若手夏の学校 , 豊橋市（2010 年 8 月）

寺島雄一 , 「Ｘ線分野からの観点期待」, 「ALMA 近傍 AGN 観測検討会」, 国立天文台三鷹（2010
年 8 月）

Hirata, Y., “A high velocity outflow in the Compton-thick quasar PDS 456” , ASTRO-H 
Summer Workshop, Gunma, Japan（2010 年 8 月）

上笹尚哉・寺島雄一・粟木久光 , 「XMM-Newton 衛星を用いた X 線強度変動が激しい活動銀
河核の探索」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

平田義孝・寺島雄一・粟木久光・鳥羽儀樹・大薮進喜・松原英雄 , 「『あかり』中間・遠赤外線
全天サーベイカタログと XMM-Newton Serendipitous Source カタログを用いた活動銀河の
分類」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

加納康史・粟木久光・幅 良統・国枝秀世 , 「Geant4 による活動的銀河核からの反射スペクト
ルモデルの構築」, 日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

宮澤拓也・古澤彰浩・加納康史・松田賢治・酒井理人・山根伸幸・原 慎二・宮田祐介・坂廼邉果林・
幅 良統・松本浩典・田原 譲・國枝秀世・山下広順・石田直樹・大津伸寛・鈴木章夫・森 英之・
田村啓輔・前田良知・石田 学・粟木久光・上杉健太朗・鈴木芳生・岡島 崇・ 他 ASTRO-H/
XRT チーム , 「ASTRO-H 搭載 硬 X 線望遠鏡（HXT）開発の現状」, 日本天文学会 2010 年秋
季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

山根伸幸・松田賢治・酒井理人・宮澤拓也・古澤彰浩・松本浩典・田原 譲・國枝秀世・山下
広順・森 英之・田村啓輔・前田良和・石田 学・粟木久光・岡島 崇・上杉健太郎・鈴木芳生・
他 ASTRO-H/XRT チーム , 「結像性能向上を目的としたレプリカ母型の高精度化開発研究」, 
日本天文学会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

田原 譲・古澤彰浩・杉田聡司・粟木久光・石田 学・前田良知・小川美奈・島村宏之・他 
ASTRO-H/XRT チーム , 「ASTRO-H 搭載 X 線望遠鏡サーマルシールドの開発」, 日本天文学
会 2010 年秋季年会 , 金沢大学（2010 年 9 月）

Kamizasa, N., Terashima, Y., & Awaki, H., “Strongly variable AGNs found in the Second 
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XMM-Newton Serendipitous Source Catalogue” , “The First Year of MAXI: Monitoring 
variable X-ray sources – 4th international MAXI Workshop –” , Tokyo, Japan （2010 年
11-12 月）

田原 譲・古澤彰浩・杉田聡司・紅林優樹・粟木久光・石田 学・前田良知・小川美奈・島村宏之・
ほか ASTRO-H チーム , 「ASTRO-H 搭載用 X 線望遠鏡サーマルシールドの開発」, 宇宙科学
シンポジウム , 宇宙科学研究所（2011 年 1 月）

粟木久光・国枝秀世・田原 譲・松本宏典・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・石田 学・前田良知・
難波義治・Serlemitsos, P. J.・Soong, Y.・岡島 崇・他「ASTRO-H XRT チーム」, 「ASTRO-H
搭載 X 線望遠鏡の開発 II」, 宇宙科学シンポジウム , 宇宙科学研究所（2011 年 1 月）

大橋隆哉・上田佳宏・北本俊二・松下恭子・寺島雄一・山崎典子 , 「IXO の目指すサイエンス」, 
宇宙科学シンポジウム , 宇宙科学研究所（2011 年 1 月）

古澤彰浩・宮澤拓也・松本浩典・國枝秀世・森 英之・小賀坂康志・常深 博・伊藤真之・岡島 崇・
粟木久光・他 FFAST チーム , 「FFAST 望遠鏡衛星搭載硬 X 線望遠鏡の開発」, 宇宙科学シン
ポジウム , 宇宙科学研究所（2011 年 1 月）

長尾 透・諸隈智貴・和田桂一・Strauss, M.・秋山正幸・今西昌俊・柏川伸成・川口俊宏・寺島雄一・
稲田直久・Silverman, J.・The SWANS Collaboration, “SWANS （Subaru Wide-Field AGN 
Survey）: Recent Activities” , 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , A03a

松田桂子・Gandhi, P.・堂谷忠靖・市川幸平・上田佳宏・寺島雄一・中川貴雄・大藪進喜 , 「『あ
かり』赤外線全天サーベイカタログと Swift-BAT 硬 X 線全天サーベイカタログを用いた活動
銀河核の光度相関（I）」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , S22b

市川幸平・上田佳宏・大藪進喜・寺島雄一・Mushotzky, R. F.・松田桂子・Gandhi, P. 「『あかり』
赤外線全天サーベイカタログと Swift-BAT 硬 X 線全天サーベイカタログを用いた活動銀河核
の光度相関（II）」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , S23b

江口智士・上田佳宏・粟木久光・寺島雄一・Aird, J.・Mushotzky, R. 「Swift/BAT サーベイで
見つかった新 AGN の『すざく』による観測 （IV）: 数値モデルの適用によるトーラス構造の
決定」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , S24a

加納康史・粟木久光・幅 良統・國枝秀世 , 「Geant4 による吸収を受けた活動的銀河核の X 線
スペクトルモデルの適用」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , S25a

田崎文得・上田佳宏・寺島雄一・Mushotzky, R. F. 「狭輝線電波銀河 3C 403、IC 5063 の『す
ざく』による観測」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , S33b

粟木久光・黄木景二・國枝秀世・古澤彰浩・森 英之・宮澤拓也・幅 良統・田原 譲・岡島崇・
石田 学・前田良知・田村啓輔・難波義治・山内茂雄・上杉健太朗・鈴木芳生・伊藤真之・高
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坂達郎・他 ASTRO-H/XRT チーム , 「ASTRO-H 搭載硬 X 線望遠鏡（HXT）の開発の現状 
II」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , W58a

加藤大佳・古澤彰浩・宮澤拓也・松田賢治・山根伸幸・幅 良統・松本浩典・田原 譲・國枝秀世・
山下広順・石田直樹・大津伸寛・鈴木章夫・ 森 英之・田村啓輔・前田良知・石田 学・粟木久
光・上杉健太朗・鈴木芳生・岡島 崇・他 ASTRO-H/XRT チーム ,  「ASTRO-H/HXT 搭載用反
射鏡製作の現状」, 日本天文学会 2011 年春季年会予稿集 , W60a

田原 譲・杉田聡司・古澤彰浩・桜井郁也・紅林優樹・石橋和紀・立花健二・鳥居龍晴・粟木久光・
石田 学・前田良知 , 「ASTRO-H 搭載 X 線望遠鏡サーマルシールドの開発の現状」, 日本天文
学会 2011 年春季年会予稿集 , W66a

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

Shimizu, T., Kondoh, K., & Ugai, M., “3D MHD study of spontaneous fast magnetic 
reconnection in solar flares and geomagnetotail” , COSPAR2010, Bremen, Germany（2010
年 7 月） 

Kondoh, K., Ugai, M., & Shimizu, T., “The Relationship between Cross-tail Fast Plasma 
Flow and Tilted Slow Shock” , COSPAR2010, Bremen, Germany（2010 年 7 月）

近藤光志・鵜飼正行 , 「地球磁気圏近尾部領域における高速プラズマ流の衛星観測と数値計算」, 
地球惑星科学連合大会 2010, 幕張メッセ国際会議場（2010 年 5 月）

清水 徹 , 「三次元高速磁気再結合過程の磁気中性線の自発形成」, 地球惑星科学連合大会 2010, 
幕張メッセ国際会議場（2010 年 5 月）

近藤光志 , 「地球磁気圏近尾部領域におけるプラズモイド周りの三次元的なプラズマ流構造」, 
地球電磁気・地球惑星圏学会 2010 年秋学会 , 沖縄県市町村自治会館（2010 年 10 月）

市川裕人・近藤光志 , 「シヤ磁場を考慮した磁気リコネクションに伴うプラズモイド周りの三
次元磁場構造」, 地球電磁気・地球惑星圏学会 2010 年秋学会 , 沖縄県市町村自治会館 （2010
年 10 月）

高野裕一朗・近藤光志 , 「高速プラズマ流減速領域におけるプラズマ渦形成とカレントウェッ
ジ形成：磁気流体計算と THEMIS データ解析」, 地球電磁気・地球惑星圏学会 2010 年秋学会 , 
沖縄県市町村自治会館（2010 年 10 月）

Shimizu, T., Kondoh, K., & Ugai, M., “Three-dimensional MHD instability of spontaneous 
fast magnetic reconnection in geomagnetotail” , American Geophysical Union Fall Meeting 
2010, San Francisco, USA（2010 年 12 月）
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Kondoh, K., & Ugai, M., “Transient decrease of the north-south magnetic field component 
preceding sharp depolarization” , American Geophysical Union Fall Meeting 2010, San 
Francisco, USA（2010 年 12 月）

清水 徹 , 「自発的高速磁気再結合過程における三次元不安定性の地球磁気圏への応用」, 
GEMSIS- 太陽、磁気圏、電離圏ワークショップ 2010, 名古屋大学太陽地球環境研究所（2010
年 12 月）

清水 徹 , 「高速磁気再結合過程の三次元不安定性と地球磁気圏への応用」, KDK シンポジウム , 
京都大学生存圏研究所（2011 年 3 月）

近藤光志・鵜飼正行 , 「シヤ磁場環境におけるプラズモイドの三次元磁気流体計算」, KDK シ
ンポジウム , 京都大学生存圏研究所（2011 年 3 月）

３．４　招待講演・学会特別講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Nagao, T., “Observational searches for high-z  galaxies hosting PopIII stars” , Decipherin 
the ancient universe with gamma-ray bursts, 京都市（2010 年 4 月）

谷口義明 , “New z' band data from Subaru Telescope” , COSMOS プロジェクト・チーム会議 , 
ハワイ大学天文学研究所（2010 年 6 月）

谷口義明 , 「ブラックホールと銀河の共進化の諸問題」,「超広域サーベイで明かす巨大ブラッ
クホールと銀河の共進化」, 東北大学（2010 年 9 月）

Nagao, T., “3<z<6 QSO Survey Strategy” , 「超広域サーベイで明かす巨大ブラックホールと
銀河の共進化」, 東北大学（2010 年 9 月）

Nagao, T., “Current Status of the SWANS Project” , 「超広域サーベイで明かす巨大ブラック
ホールと銀河の共進化」, 東北大学（2010 年 9 月）

鍛冶澤賢 , 「赤方偏移 1 ～ 3 における銀河進化」, 「超広域サーベイで明かす巨大ブラックホー
ルと銀河の共進化：理論モデルと観測戦略」, 東北大学（2010 年 9 月）

長尾透 , “Radio/Submm Line Observations for High-z  QSOs with ALMA” , ALMA-Subaru 
workshop 2010 「宇宙・銀河・星・惑星・生命の誕生」, 国立天文台三鷹（2010 年 10 月）
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谷口義明 , 「巨大ブラックホールと銀河の共進化」, 第 9 回スペース重力波アンテナ DECIGO
ワークショップ , 国立天文台三鷹（2010 年 11 月）

長尾 透 , “Mid-IR metallicity diagnostics for star-forming galaxies” , SPICA サイエンスワー
クショップ , 国立天文台三鷹（2010 年 12 月）

谷口義明 , 「宇宙の一番星は見えてきたか」, 初代星・初代銀河研究会 2011（2011 年 1 月）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

Terashima, Y., “X-ray Observations of Outflows in Radio-quiet AGN” , Accretion and 
Outflow in Black Hole Systems, Kathmandu, Nepal（2010 年 10 月）

寺島雄一 , 「ASTRO-H・AGN over view と continuum」, 松山ブラックホールワークショップ
2010, 愛媛大学（2010 年 12 月）

寺島雄一 , 「ブラックホール : 観測戦略」, ASTRO-H ワークショップ , 東京理科大学（2010 年
12 月）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

Ugai, M., “Evolution of the fast reconnection mechanism in space plasmas” , West Lake 
International Symposium on Space Plasma Physics, 浙江大学（2010 年 4 月）

Ugai, M., “Magnetic structure within plasmoids” , Earth-Sun System Exploration: 
Variability in Space Plasma Phenomena, Hawaii, USA（2011 年 1 月）

近藤光志 , 「地球磁気圏における磁気リコネクションの MHD シミュレーション」, 磁気リコネ
クション研究の現状と展望 －素過程から現象まで－ , 名古屋大学（2011 年 3 月）
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　４．社会的活動

４．１　学協会委員など

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1）　日本天文学会評議員
2）　日本光赤外線連絡会　運営委員

長尾　透
1）　赤外線天文連絡会（2009 ～ 2013）
2）　UH88/UKIRT Time Allocation Committee（2008 ～ 2010）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1）　愛媛県スーパーサイエンスハイスクール運営指導委員会委員（2010.4.1 ～ 2011.3.31）

寺島　雄一
1）　Chandra 衛星 Cycle 12 パネルメンバー（2010）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
1）　京都大学生存圏研究所電波科学計算機実験共同利用専門委員（2010）
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４．２　講演会、他大学での講演

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

Nagao, T., “Metallicity Evolution of Active Galactic Nuclei”, Seminar, ASIAA, Taiwan（2010
年 5 月）

Nagao, T., “Subaru Wide-Field AGN Survey with Hyper Suprime-Cam” , HSC-AGN 
collaboration discussion, ASIAA, Taiwan（2010 年 5 月）

谷口義明 , 「宇宙の行方」, 高知県教育研究会理科部会春季研究大会講演 , 高知県高知市 （2010
年 6 月）

谷口義明 , 「宇宙の過去・現在・未来」, 「鹿児島－愛媛大連携キックオフ・シンポジウム」, 鹿
児島大学（2010 年 7 月）

谷口義明 , 「宇宙の過去・現在・未来」, 愛媛県生涯学習センター , 松山市（2010 年 8 月）

谷口義明 , 「分野別課題研究」講師 , 愛媛大学・未来の科学者養成講座（2010 年 8 月～ 10 月）

谷口義明 , “Low Metallicity Star Formation in High Redshift Galaxies” , 北海道大学大学院
理学研究科宇宙物理学教室 , 札幌市（2010 年 9 月）

谷口義明 , 「環境教育学」, 高大連携授業 , 愛媛大学付属高校（2010 年 10 月）

谷口義明 , 「宇宙の過去、現在、未来」, JAXA 宇宙教育指導者セミナー , 愛媛大学（2010 年 10 月）

谷口義明 , 講義 , 四国中央市土居小学校（2010 年 11 月）

谷口義明 , 「先端科学者講義」講師 , 未来の科学者養成講座 , 愛媛大学（2010 年 12 月）

谷口義明 , 「銀河と宇宙の大規模構造：観測的宇宙論の基礎」, 益川塾セミナー , 京都産業大学
（2011 年 2 月）

　

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木久光 , 「『すざく』衛星で見えてきた隠された活動銀河核」, 名古屋大学大学院理学研究科 , 
名古屋大学（2010 年 12 月）
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

清水 徹 , 「宇宙への招待」, 全国同時七夕講演会 , 愛媛大学メディアホール（20�0 年 7 月）

清水 徹 , 「宇宙天気予報」, 高大連携出張講義 , 西条高等学校 , 今治北高等学校（20�0 年 �� 月）

４．３　宇宙進化研究センター談話会

1）　第 20 回　塩谷泰広（愛媛大学宇宙進化研究センター）, 「HSC フィルタープロジェクト
の現状と今年度の計画」2010 年 6 月 18 日

2）　第 21 回　鍛冶澤賢（愛媛大学宇宙進化研究センター）, 「すばる望遠鏡 /MOIRCS を用い
た z=1-3 における銀河の星質量および星形成率の分布の進化」, 2010 年 6 月 18 日 

3）　第 22 回　和田桂一（鹿児島大学）, 「天の川銀河の真の姿」, 2010 年 9 月 30 日
4）　第 23 回　岩澤一司（Institucio Catalana de Recerca i EstudisAvancats）, 「チャンドラ

X 線望遠鏡による GOALS 赤外銀河サンプルの観測結果」, 2010 年 10 月 12 日
5）　第 24 回　上原岳士（広島大学宇宙科学センター）, 「広島大学のガンマ線バースト研究の

戦略とかなた望遠鏡」, 2010 年 10 月 15 日
6）　第 25 回　寺井 剛（神戸大学大学院理学研究科）, 「小惑星観測から探る太陽系形成史」, 

2010 年 11 月 5 日
7）　第 26 回　松岡良樹（名古屋大学大学院理学研究科）, 「可視光宇宙背景放射とその検出へ

の試み」, 2010 年 12 月 14 日
8）　第 27 回　松岡健太（愛媛大学大学院理工学研究科）, 「金属量から探る銀河と巨大ブラッ

クホールの共進化」, 2011 年 3 月 3 日
9）　第 28 回　田中幹人（東北大学大学院理学研究科）, 「銀河考古学入門 ～ M31 と NGC55 

の観測例 ～」, 2011 年 3 月 10 日
10）第 29 回　Ezequiel Treister（Institute for Astronomy, University of Hawaii）, “Super-

massive Black Holes Across the Cosmic History” , 2011 年 3 月 11 日

４．４　講演会・研究会など（センター主催・共催・協力など）

1）　愛媛大学宇宙進化研究センター講演会
　　　　　　　　　　「X 線で宇宙を観る－ブラックホールと宇宙の起源－」
　　期日　　　：2010 年 11 月 13 日
　　会場　　　：愛媛大学　工学部４号館　第 18 番講義室
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　　主催者　　：愛媛大学宇宙進化研究センター
　　演題・講師：
　　　　「X 線で宇宙を観る－ブラックホールと宇宙の起源－」
　　　　　　　　　　　　名古屋大学大学院理学研究科教授 , 日本天文学会理事長　國枝秀世
　　参加人数　：約 90 名

2）　松山ブラックホールワークショップ 2010
　　期日　　　：2010 年 12 月 9 日～ 10 日
　　会場　　　：愛媛大学　総合研究棟 I　6 階会議室
　　主催者　　：寺島雄一（世話人）
　　発表件数　：11 件
　　参加人数　：23 人
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　５．国際的活動

５．１　国際共同研究

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1）　2007 年～　ハッブル宇宙望遠鏡トレジャリープログラム “The Cosmic Evolution 

Survey （COSMOS）”

長尾　透
1）　2008 年～　「すばる深宇宙探査プロジェクトによる遠方銀河観測」, カリフォルニア大など
2）　2008 年～　「ヨーロッパ南天望遠鏡などによる宇宙化学進化の観測的研究」, イタリア国

立天文学研究所、フィレンツェ大学など
3）　2008 年～　「すばる望遠鏡による宇宙第一世代天体の観測的探査」, カリフォルニア大、

イタリア国立天文学研究所、ジュネーブ天文台など
4）　2008 年～　「すばる望遠鏡による次世代大規模活動銀河核探査の検討」, プリンストン大

など
5）　2008 年～　「若い電波銀河における降着円盤の観測的調査」, カリフォルニア大、ソウル

国立大など

鍛冶澤　賢
1）　2006 年～「近赤外線観測を用いた高赤方偏移宇宙における原始銀河団探査」, ヨーロッ

パ南天天文台など
2）　2009 年～「Extended Groth Strip 領域における多波長サーベイ観測による銀河進化につ

いての研究」, マドリード・コンプルテンセ大学など

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1）　2008 年～　国際 X 線天文衛星 ASTRO-H プロジェクトメンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッ

パ宇宙機関など
2）　2008 年～　国際 X 線天文衛星 International X-ray Observatory（IXO） Telescope Working 

Group メンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッパ宇宙機関など
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寺島　雄一
1）　2007 年～　「硬 X 線で選択された活動銀河のすざく衛星による追観測」, メリーランド大、

コロラド大
2）　2007 年～　「すざく衛星によるセイファート銀河中心核ブラックホールにおける相対論効

果の研究」, ジョンズホプキンス大、キール大、ケンブリッジ大など
3）　2008 年～　国際 X 線天文衛星 ASTRO-H プロジェクトメンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッ

パ宇宙機関など
4）　2008 年～　国際 X 線天文衛星 International X-ray Observatory （IXO） Science  Definition 

Group メンバー , 米航空宇宙局、ヨーロッパ宇宙機関など

５．２　海外出張（海外調査・国際学会など）

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1）　2010.6.6 ～ 2010.6.13, 研究成果発表 , アメリカ合衆国

長尾　透
1）　2010.5.2 ～ 2010.5.7, 国際共同研究および研究成果発表 , 台湾
2）　2010.5.28 ～ 2010.6.1, 共同利用観測 , アメリカ合衆国
3）　2010.9.11 ～ 2010.9.18, 国際共同研究 , イタリア
4）　2010.9.18 ～ 2010.9.26, 研究成果発表 , ドイツ
5）　2011.3.6 ～ 2011.3.9, 国際共同研究 , 台湾

鍛冶澤　賢
1）　2010.11.03 ～ 2010.11.09, 共同利用観測 , アメリカ合衆国

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
1）　2010.6.28 ～ 2010.7.3, 研究成果発表 , アメリカ合衆国

寺島　雄一
1）　2010.6.20 ～ 2010.6.25, 国際交流 , アメリカ合衆国
2）　2010.10.10 ～ 2010.10.16, 研究成果発表 , ネパール



― 35 ―

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

近藤　光志
1）　2010.7.19 ～ 2010.7.26, 研究成果発表 , ドイツ
2）　2010.12.13 ～ 2010.12.18, 研究成果発表 , アメリカ合衆国



― 36 ―

　６．学際的活動・共同研究

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
宇宙科学研究本部プロジェクト共同研究員（プロジェクト名：ASTRO-EII, ASTRO-H）

寺島　雄一
宇宙科学研究本部プロジェクト共同研究員（プロジェクト名：ASTRO-EII, ASTRO-H）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2010 年度　名古屋大学 STE 研究所　計算機利用共同研究
2010 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究

清水　徹
2010 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究

近藤　光志
2010 年度　京都大学生存圏研究所　電波科学計算機実験装置共同利用研究
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　７．研究教育助成費

７．１　科学研究費補助金
　　　    （金額の単位：万円）

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2010  基盤研究 (A)　21244017  硬 X 線観測による Compton Thick 活動銀河核の解明　800

寺島　雄一
2010  若手研究 (B)　20740109　X 線観測による成長中の巨大質量ブラックホールの探索と質

量降着過程の解明　60
2010  基盤研究 (A)　21244017（分担）硬 X 線観測による Compton Thick 活動銀河核の解明

　50

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2010  基盤研究 (B) 21340142  高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フレア現象へ

の応用　400

清水　徹
2010  基盤研究 (B) 21340142（分担）高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フレ

ア現象への応用　45

近藤　光志
2010  基盤研究 (B) 21340142（分担）高速磁気リコネクションの理論とサブストーム・フレ

ア現象への応用　45
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７．２　その他の助成費
　　　  （金額の単位：万円）

2010  愛媛大学教育改革促進事業（愛大 GP）「大学連携による理学部宇宙物理学コース教育
の充実化」255

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

長尾　透
2010  愛媛大学研究開発支援経費（萌芽的研究）「超巨大ブラックホール天体の系統的観測に

よる宇宙化学進化の研究」96

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2010  JAXA 施設等利用共同研究（宇宙放射線）「非球面薄板 X 線望遠鏡基板の X 線結像性能

評価」30

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼　正行
2010  三菱財団　爆発的高速磁気リコネクション機構の研究と宇宙プラズマフレア現象の解明

　205
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　８．教育活動

８．１　卒業論文・修士論文・博士論文題目

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
池田　浩之：Probing the faint end of the quasar luminosity function at z~4 in the COSMOS field
濟川健太郎：GOODS-S 天域における z~2.9-4.3 の Lyman alpha blob の探査と性質
谷　　聡人：GOODS-South 天域におけるライマンα輝線天体とライマンブレイク銀河の探

査と性質
[ 学部 ]
落合未奈美：銀河のスペクトルエネルギー分布関数に基づく銀河進化の観測的研究
渡辺　広翔：Nobeyama CO Atlas を用いた銀河の分子ガス運動と分布
堀　　貴明：活動銀河核の観測的特徴とその物理について

■ ブラックホール進化研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
河原　　大：X 線スペクトル変動に着目したセイファート銀河 NGC 7314 の中心核構造の研究
[ 学部 ]
北村　唯子：「すざく」衛星を用いたセイファート銀河 NGC 454 中心核の隠されたブラック
　　　　　　ホールの研究
藤野　遥子：X 線天文衛星 ASTRO-H 硬 X 線望遠鏡用ガラスチューブ選別システムの構築
中出　章太：X 線望遠鏡用ガラスマンドレルの研磨条件の検討

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

[ 大学院博士前期課程 ]
市川　裕人：三次元磁気流体シミュレーションによる地球磁気圏プラズモイド構造の研究
[ 学部 ]
谷本　　洋：太陽コロナ三次元構造の再構成計算コードの定量評価
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大平　麻衣：地球磁気圏で発生するプラズモイド周りの磁場構造
洲濱　裕也：地球磁気圏における高速磁気再結合現象の三次元構造
出口　暁宣：地球磁気圏サブストームカレントウェッジとプラズマ渦
阿部　洋佑：高速磁気再結合過程の三次元不安定性について
堤田　康仁：三次元高速磁気再結合過程により形成されるプラズモイドの構造
今村　　薫：太陽風と地球磁気圏の磁気流体シミュレーション

８．２　講義・集中講義

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
2010 年度
　前期　力学 II　愛媛大学理学部
　前期　力学演習 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科　
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学　愛媛大学理学部
　後期　物理学英語　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　宇宙物理学特論　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　基礎物理学特論 IV　愛媛大学大学院理工学研究科

　集中講義　特別講義　京都産業大学益川塾
　　　

長尾　透
2010 年度
　前期　コース初歩学習　愛媛大学理学部
　前期　基礎物理学実験　愛媛大学理学部
　前期　新入生セミナー　愛媛大学理学部
　前期　宇宙物理学セミナー I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学実験 I　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
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　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科

■ ブラックホール進化研究部門 ■

粟木　久光
2010 年度
　前期　基礎電磁気学　愛媛大学共通教育
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　宇宙物理学セミナー III　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　基礎物理科学特論 III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理実験学　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　力学特論　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科

　集中講義　特別講義　名古屋大学大学院理学研究科

寺島　雄一
2010 年度
　前期　基礎電磁気学　愛媛大学共通教育
　前期　天文学　愛媛大学理学部
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　高エネルギー天文学　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学セミナー IV　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　基礎物理科学特論 VI　愛媛大学大学院理工学研究科

　集中講義　物理学科特別講義　鹿児島大学理学部
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■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■

鵜飼  正行
2010 年度
　前期　物理学序論　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学 I　愛媛大学共通教育
　後期　電磁場物理学　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　シミュレーション科学　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
　
清水　徹
2010 年度
　前期　物理学　愛媛大学共通教育
　前期　計算物理学　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　力学 I　愛媛大学理学部
　後期　力学 I 演習　愛媛大学理学部
　後期　宇宙環境物理学　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　宇宙プラズマ物理学　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科　
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科

近藤　光志
2010 年度
　前期　物理学実験 II　愛媛大学理学部
　前期　卒業研究 I　愛媛大学理学部
　前期　物理学ゼミナール I　愛媛大学大学院理工学研究科
　前期　物理学ゼミナール III　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　宇宙物理学セミナー II　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 I　愛媛大学理学部
　後期　物理学実験 III　愛媛大学理学部
　後期　卒業研究 II　愛媛大学理学部
　後期　物理学ゼミナール II　愛媛大学大学院理工学研究科
　後期　物理学ゼミナール IV　愛媛大学大学院理工学研究科
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　９．広報

９．１　宇宙進化研究センターニュース

宇宙進化研究センターニュース　No.6
目次
　　　センター長あいさつ
　　　新メンバー紹介
　　　国際会議報告
　　　大学院生の活動状況
　　　ニュース
　　　　　研究会「高エネルギー宇宙物理学の最新成果と将来計画」開催
　　　　　物理学会シンポジウム開催
　　　　　鹿児島大学との部局間学術交流協定
　　　　　宇宙を学べる大学合同進学説明会
　　　　　宇宙進化研究センター担当事務の交代
　　　　　全国同時七夕講演会
　　　　　「鹿児島大学－愛媛大学宇宙物理学および天文学教育・研究連携発足記念シンポジ

ウム」開催
　　　　　理学部物理学科宇宙物理学コース観測実習企画
　　　　　研究会「超広域サーベイで明かす巨大ブラックホールと銀河の共進化」開催
　　　　　日本天文学会 2010 年秋季年会における記者会見「宇宙の一番星が見えてきた！」
　　　センター談話会
　　　学会等発表

宇宙進化研究センターニュース　No.7
目次
　　　センター長あいさつ
　　　国際会議報告
　　　大学院生の活動状況
　　　ニュース
　　　　　愛媛大学宇宙進化研究センター講演会「X 線で宇宙を観る－ブラックホールと宇宙

の起源－」を開催
　　　　　センターにて研究中の学生が愛媛大学理学部長賞を受賞
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　　　　　「天文・宇宙が学べる大学」中国四国地区合同進学説明会
　　　　　松山ブラックホールワークショップ 2010
　　　　　初代星・初代銀河研究会 2011
　　　　　すばる望遠鏡、爆発的な星形成をする「ロゼッタストーン銀河団」を発見
　　　　　鹿児島大学との連携・最近の活動
　　　　　理学部物理学科宇宙物理学コース鹿児島実習
　　　　　長尾透助教が日本天文学会研究奨励賞を受賞
　　　　　京都産業大学・益川塾で集中講義
　　　　　共同研究論文が日本天文学会欧文研究報告論文賞を受賞
　　　　　教員転出について
　　　センター談話会
　　　学位論文
　　　学会等発表

９．２　報道関係

■ 宇宙大規模構造進化研究部門 ■

谷口　義明
1）　「天文学者の日々」第 37 回～第 59 回 , 毎日新聞愛媛版 隔週連載（2010 年 4 月～ 2011
　　年 3 月）
2）　「銀河を究める」, 愛媛大学 INFINITY（2010 年 5 月）
　　http://www.ehime-u.ac.jp/research/infinity/detail.html?new_rec=6748
3）　「暗黒物質の正体に迫る」, 日刊工業新聞（2010 年 6 月）

長尾　透
1）　「研究の現場から」, 毎日新聞（2011 年 3 月）

■ 宇宙プラズマ環境研究部門 ■ 

清水　徹
1）　南海放送ラジオ「研究室からこんにちは」出演 , 2010 年 9 月 3 日・10 日放送
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　10．運営委員会

委員長　　　 谷口　義明 宇宙進化研究センター教授
委員  鵜飼　正行 宇宙進化研究センター教授
委員  清水　徹 宇宙進化研究センター准教授
委員  近藤　光志 宇宙進化研究センター助教
委員  粟木　久光 理工学研究科教授（兼任）
委員  寺島　雄一 理工学研究科准教授（兼任）
委員  長尾　透 理工学研究科助教（兼任）
委員  松本　正 研究支援部長
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　11．センター規則および運営委員会規定

愛媛大学宇宙進化研究センター規則

平成１９年１０月１０日
規則第１５０ 号

（趣旨）
第１条　この規則は，国立大学法人愛媛大学基本規則第３０条第２項の規定に基づき，愛媛大

学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し，必要な
事項を定めるものとする。

（目的）
第２条　センターは，学内共同施設として，理学及び工学の融合並びに国内外の関連研究機関

との連携を図り，宇宙全体の進化に関する研究及び教育を行うことにより，新たな学問
領域の創成と当該学術分野の発展に貢献することを目的とする。

（研究部門）
第３条　前条の目的を達成するため，センターに次の各号に掲げる研究部門を置く。
　（1） 宇宙大規模構造進化研究部門
　（2） ブラックホール進化研究部門
　（3） 宇宙プラズマ環境研究部門

（組織）
第４条　センターに，次の各号に掲げる職員を置く。
　（1） センター長
　（2） 専任教員
　（3） 兼任教員
　（4） その他必要な職員（以下「センター職員」という。）

（管理機関）
第５条　センターの管理運営に関する重要な事項は，愛媛大学先端研究推進支援機構管理委員

会（以下「管理委員会」という。）において審議する。
（運営委員会）
第６条　センターの運営に関する事項を審議するため，センター運営委員会（以下「運営委員

会」という。）を置く。
　　２　 運営委員会に関する規程は，別に定める。

（センター長）
第７条　センター長候補者は，愛媛大学（以下「本学」という。）の専任教授のうちから管理

委員会が推薦し，学長が選考する。
　　２　 センター長の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された

センター長の任期は，前任者の残任期間とする。
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（専任教員）
第８条　専任教員は，管理委員会が推薦し，学長が選考する。

（兼任教員）
第９条　兼任教員は，本学の専任教員のうちから，当該教員の所属する学部等の長と協議の上，

センター長が学長に推薦し，学長が任命する。
　　２　 兼任教員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠により任命された兼

任教員の任期は，前任者の残任期間とする。
（職務）
第 10 条　センター長は，センターの業務を掌理する。
　　２　 専任教員は，センター長の職務を助け，センターの業務を遂行する。
　　３　 兼任教員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事する。
　　４　 センター職員は，センターの業務に従事する。

（客員教授等）
第 11 条　センターに，客員教授又は客員准教授（以下「客員教授等」という。）を置くこと

ができる。
　　２　 客員教授等の選考は，愛媛大学客員教授等選考基準の定めるところによる。

（研究員）
第 12 条　センターに，研究員を置くことができる。
　　２　 研究員は，センターの研究計画に基づき，研究に従事するものとする。
　　３　 研究員は，本学の専任教員のうちから運営委員会の推薦により，学長が任命する。
　　４　 研究員の任期は２年以内とし，再任を妨げない。

（客員研究員）
第 13 条　センターに，客員研究員を置くことができる。
　　２　 客員研究員の選考は，愛媛大学客員研究員規程の定めるところによる。

（研究協力者）
第 14 条　センターに研究協力者を置くことができる。
　　２　 研究協力者は，センター長があらかじめ定めた期間，センターの研究活動を補助する。
　　３　 研究協力者は，センターの研究に係る知識，経験を有する者のうちから，センター

長が委嘱する。
（事務）
第 15 条　センターに関する事務は，研究支援部研究支援課において処理する。

（雑則）
第 16 条　この規則に定めるものほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。
附則
　１　 この規則は，平成１９年１１月１日から施行する。
　２　 この規則施行後，最初に任命されるセンター長及び兼任教員の任期は，第７条第２項

及び第９条第２項の規定にかかわらず，平成２１年３月３１日までとする。
附則
　この規則は，平成２０年４月１日から施行する。
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愛媛大学宇宙進化研究センター運営委員会規程

平成１９年１０月１０日
規則第１５１ 号

（趣旨）
第１条　この規程は，愛媛大学宇宙進化研究センター規則第６条第 2 項の規定に基づき，愛

媛大学宇宙進化研究センター運営委員会（以下「運営委員会」という。）の組織及び運
営に関し，必要な事項を定めるものとする。

（審議事項）
第２条　運営委員会は，次の各号に掲げる事項を審議する。
　（1） 愛媛大学宇宙進化研究センター（以下「センター」という。）の運営に関する基本事項

に関すること。
　（2） センターの予算及び決算に関すること。
　（3） その他センターの運営に関すること。

（組織）
第３条　運営委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。
　（1） センター長
　（2） 専任教員
　（3） 兼任教員
　（4） 研究支援部長
　（5） その他委員長が必要と認めた者
　　２　 前項第５号の委員は，運営委員会の議を経て委員長が推薦し，学長が任命する。

（委員長）
第４条　運営委員会に委員長を置き，センター長をもって充てる。
　　２　委員長は，運営委員会を招集し，その議長となる。
　　３　委員長に事故があるときは，委員長があらかじめ指名する委員がその職務を代行する。

（議事）
第５条　運営委員会は，委員（代理者を含む。以下同じ。）の過半数が出席しなければ議事を

開くことができない。
　　２　 議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。
（委員以外の者の出席）
第６条　委員長が必要と認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させ，説明又は意見を聴

くことができる。
（専門委員会）
第７条　運営委員会は，専門的事項を調査検討するため，専門委員会を置くことができる。
　　２　専門委員会に関する事項は，運営委員会が定める。

（事務）
第８条　運営委員会に関する事務は，研究支援部研究支援課において処理する。

（雑則）
第９条　この規程に定めるもののほか，運営委員会の運営に関し必要な事項は，運営委員会が

定める。
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附則
　この規程は，平成１９年１１月１日から施行する。
附則
　この規程は，平成２０年４月１日から施行する
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2010 年 9 月 22 日付
　愛媛新聞
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2010 年 9 月 22 日付　朝日新聞
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2011 年 2 月 15 日付　毎日新聞
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2011 年 3 月 30 日付　毎日新聞
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